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1.はじめに

乗鞍岳は長野 ･岐阜の県境,飛騨山脈の南端 に位置する成層火山である(図 1).

噴気地帯を有す ことか ら気象庁の活火山に認定されているが,噴火の記録は残さ

れていない.乗鞍岳の火山体はほぼ南北方向に連なる小火山からなり,主なもの

として北か ら四ツ岳,烏帽子岳,恵比須岳,摩利支天岳,権現池 (剣ケ峰),高

天ケ原があげられる. これ らは,安山岩質 ･デイサイ ト質の溶岩 を主 とする成層

火山である (中野ほか,1995).このうち恵比須岳,摩利支天岳,剣ケ峰は火 口

湖 を有 し,それぞれ,亀ケ池,不消ケ池,権現池 と呼ばれている.

乗鞍岳の最新期の噴火活動は,守屋 (1983),奥野ほか (1994,1995)によ

り報告されている.奥野ほか (1994)は,最新期のテフラ群の中か ら2枚のマグ

マ噴火によるテフラ (剣ケ峰火山砂と位ケ原テフラ)を認め,給源はいずれ も剣

ケ峰 とした.その上位 に鬼界アカホヤテフラ (K-Ah)がみられる (奥野ほか,

1995).

筆者 らは,乗較岳の最近 1万年間の噴火活動を明らかにするために降下テフラ

の層序や火山地形を検討し,恵比須岳の噴火などいくつかの新たな知見を得た.

本稿では,恵比須岳の噴火の概略および剣ケ峰火山砂の14C年代値を報告する.

2.降下テ フラか らみた最近 1万年 間の噴火活動

乗鞍岳を起源 とするテフラは,乗鞍岳の東側山麓,剣ケ峰 ･恵比須岳な どの山

頂から約4km以内にみられる.この地域の代表的なテフラ柱状図を図 2に示す.

剣ケ峰火山砂 (以下,Nr-Knという)は,下部の薄い白色粘土質火山灰層 とそ

の上位の青灰色火山砂層よ りなる (奥野ほか,1994).火山砂層はラミナ構造 を

有 し, しばしば植物遺体の印象がみられる. この噴火は,水蒸気噴火にはじまり
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図 1 乗鞍岳の位置およびそれを構成する火山体

断続的なブルカノ式噴火に移行 した ものと考えられる.

NトKnの等層厚線図を図 3に示す.露出が悪く分布の詳

細 は不 明で あるが ,10cmの等層厚 線か らHayakawa

(1985)の式を用いて計算される体積は,0.04km3である.

位 ケ原テ フラ (Nr-Kr)は,下部 の粘土質火山灰層

(Kr-A) と上部のスコリア層 (Kr-S) に分けられる(輿

野ほか,1994,1995).剣ケ峰の火山体では直径数十

cmのパ ン皮状火山弾が地表付近にしばしばみ られる.

剣ケ峰近傍の火山体斜面では黒色粗粒のスコ リア層よ り

な り, しばしば転勤による成層構造 をな している.Nr-

Krは剣ケ峰を含む権現池火山体の斜面を覆っていること

か ら,剣ケ峰はこの噴火以前に形成 されていたと考え ら

れる. この噴火は権現池火口での水蒸気噴火にはじまり

スコリア噴火に移行 した.権現池火 口の南緑 には犀風岩

火砕岩 (体積0.004km3以下 ;中野ほか,1995) も形成さ

れた. この火 口か ら西側に分布す る岩井谷溶岩 (体積

0.10km3 ;中野ほか,1995)はこの噴火のときに流出 し

た ものと考えられている (奥野ほか,1994).Nr-Krと
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図 2 乗鞍岳のテフラ群
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図 4 位ケ原テフラ (Nr-Kr)の等層厚線図および岩井谷溶岩の分布

等層層線の単位はcm.
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岩井谷溶岩の分布を図4に示す.Nr-Krの体積は,それぞれKr-Aが0.02km3,Kr-

Sが0.04km3である (奥野ほか,1994).

NトKrの上位の黒色土層中には,粘土質火山灰層が数枚み られ,K-Ahもこの土

層中に見出される (奥野ほか,1995).これらのなかには,同質の火山灰層が腐

植土を薄く挟んで数枚みられることが多く,ひとつの露頭でも側方に追跡すると

分岐,合流がしばしば観察される.この地域では,冬季に厚い積雪があるため春

か ら夏にかけて融雪洪水などによって,降下 した火山灰が しばしば再移動するも

のと考えられる (奥野,1995).したがって,これらの噴火の回数を推定するに

は,K-Ahとの層位関係や層相の違いなどを十分考慮 して数えなくてはな らない.

このようにして黒色土層中の火山灰層の枚数を数えると,少なくとも4回の噴火

を見積 もることができる.

この上位に青灰色の砂質火山灰を主とするテフラが確認される.このテフラは

後述するように給源が恵比須岳 と判断されることか ら恵比須岳テフラ (Nr-Eb)

と呼ぶ.Nr-Ebはその層相によ り3つに細分することがで き,下位か らEb-1,

Eb-2,Eb-3とよぶ (図2).Eb-1-3の等層厚線図を図 5に示す.10cmの等層厚

線からHayakawa(1985)の式を用いて計算される体積は,0.03km3である.Eb-1

は薄い白色粘土質火山灰層からな り,噴火初期の水蒸気噴火によるものと判断さ

れる.Eb-2は青灰色の細粒な火山砂層を主 とし,少量の磯を含む.赤色に高温酸

化 した砂を含むことか ら,赤熱 した溶岩が火口底に現れた時期があったものと考

え られる.恵比須岳火口周辺でみ られるEb-2は磯を含むものの,砂サイズの粒子

を主体 とすることから,比較的静穏に火山灰を放出する活動であったものと判断

される.Eb-3は青灰色の火山磯よりなる.層厚はNr-Ebの中で最も薄く,明確な

層として認識できない露頭 も多い.恵比須岳東近傍の大黒岳では地表付近に直径

図 5 恵比須岳テフラ (NトEb)の等層厚線図および恵比須溶岩の分布
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1m以上の巨磯を含むパン皮状火山弾,火山磯が分布 してお り,噴出量は少ない

が激しいブルカノ式噴火を行ったものと考えられる.Nr-Ebは等層厚線の形状,

およびEb-2とEb-3が恵比須岳近傍で粒径が増大することから,給源は恵比須岳と

判断される.噴出年代は,下位のK-Ahとの層位関係から約2000年前と推定され

る.

3.恵比顔岳テ フラと恵比須岳火山体の関係

恵比須溶岩 (0.49km3 ; 中野ほか,1995)は,恵比須岳か ら主に西側に流出し

た溶岩である.この溶岩流の表面には,溶岩堤防や溶岩じわが顕著にみられる.

また,分布域に隣接する土樋池,大丹生池はこの溶岩によるせき止め湖である.

これらの火山地形は,乗鞍火山地域内でも特に新鮮な状態で保たれている.

中野ほか (1995)は,恵比須岳火山体の全てが恵比須溶岩によって構成されて

いるとしている.しか し,恵比須岳火山体はNト Ebを含む表土に覆われた箇所と

覆われていない箇所がみられる.図6にNトEbに覆われている箇所と覆われてい

ない箇所を示す.Nr-Ebに覆われていない箇所では,新鮮な恵比須溶岩が直接露

出しており,流下方向である西側は大部分が恵比須溶岩より構成されるが,東側

の分布は一部である.

Nr-Ebと恵比須溶岩のこのような分布状況は,恵比須溶岩はNr-Ebの噴出後主

に西側に流出し,東側のものは噴火時に火口を満たした溶岩が火口壁に張 り付く

ように少量が残存 している状況を示す.Nr-Ebの上位に顕著なテフラがみられな

いことを考えると,Nr-Ebは乗鞍岳における最新のマグマ噴火であり,恵比須溶

岩 もNr-Ebの噴火末期に流出したものと考えることができる.

図 6 恵比須岳火山体でのNr-Ebの分布

(富士見岳付近からみたスケッチ)

4.剣 ケ峰火山砂直下の炭化木片の1.C年代値

NトKn直下の炭化木片の14C年代値を名古屋大学年代測定資料研究センターの

タンデ トロン質量分析計 (Nakam uraela1.,1985;中村 ･中井,1988)を用いて

測定 した.Nr-Knの年代値はこれまで報告されていない.得 られた14C年代は,

8660±230 yrBP (NUTA-4229)である.年代値の算出にはLibbyの半減期5568
年を用い,測定誤差は 4Cの計数誤差にもとづいて 1標準偏差 (1a)で示 して
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いる.試料が少量で ∂13cpt)B値が未測定なため,同位体分別効果は補正 していな

い.Kromerand Becker(1993)の樹輪較正曲線を用いたコンピューターソフト

Call'bETIZ (Niklaus,1991;Niklauseta1.,1992) によって14C年代値か ら暦年代

に較正すると,9888-9410calyrBP (probability:loo鞄)になる.

Nr-Knの上位 にあるNr-Krについては,8270±60 yrBPの14C年代が得られてい

る (奥野ほか,1995).この14C年代を同様の方法で暦年代に較正すると,9369-

9340calyrBP (18.3%),9330-9327calyrBP (2.4%),9240-9213calyrBP

(18.0%),9200-9165calyrBP (24.2%),9152-9134calyrBP (ll.7%),

9131-9()95calyrBP (25.3%) とな り,両者の時間間隙は数百年程度であると見

積 もられる.最近 1万年間に3回 しか確認されていないマグマ噴火が このような

わずかの 間隔で発生していることから,この時期は剣ケ峰が活動期であったと考

えることができる.

5.ま とめ

NトKnの14C年代値は 866()±230yrBP (NUTA-4229)であ り,較正 した暦年代

は 9888-9410calyrBPであった.その上位のNr-Krとの間の休止期間は,数百

年 と非常に短い.

従来,乗鞍岳の最近の活動は,平均700年の間隔で小規模な水蒸気噴火を繰 り

返 しているものと考えられていた (守屋,1983). しか し,K-Ahよ り新しい時

期に恵比須岳でマグマ噴火が発生してお り,その時の噴出物がNr-Ebと恵比須溶

岩であると考えられた.K-lAhよ り若い時期にもマグマ噴火が発生 していた こと

が明らかとなった.今後はNr-Ebの噴出年代を特定する必要があろう.
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